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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 

 

 
 
 

 

優
先
座
席
を
必
要
と
さ
れ
る
お
客
様
は
い
ら
っし
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
・・・ 

  
 

Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
次
の
よ
う
な
車
掌
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
て

き
た
。 

 

「
優
先
座
席
を
必
要
と
さ
れ
る
お
客
様
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
席
を
お

譲
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」 

 

こ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
だ
れ
が
だ
れ
に
席
を
譲
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
さ
ほ
ど

混
ん
で
い
た
電
車
で
は
な
か
っ
た
が
、
当
の
車
掌
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
お
か

し
な
日
本
語
に
気
づ
い
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 

そ
も
そ
も
「
～
た
ら
」
な
ど
の
従
属
節
で
は
「
は
」
は
現
れ
な
い
が
、
上
で
は
、

「
優
先
座
席
を
必
要
と
す
る
人
が
、
必
要
と
し
な
い
人
に
席
を
譲
る
」
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。 

 

「
が
」
は
「
天
気
が
い
い
」
「
頭
が
痛
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
客
観
的
事
実
を

表
し
、
「
は
」
は
主
題
と
し
て
、
あ
と
に
続
く
文
の
テ
ー
マ
と
な
る
。 

 

先
日
、
日
本
語
学
校
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る
教
え
子
か
ら
、
「
サ
ッ
カ
ー
フ

ァ
ン
の
彼
の
こ
と
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
」
と
「
・
・
・

は
ず
が
な
い
」
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
よ
う
だ
が
、
違
い
は
あ
る
の
か
。
学
校
内
で

先
生
方
と
議
論
し
た
が
、
答
え
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
質
問
が
来
た
。

つ
ま
り
「
が
」
は
客
観
的
事
実
を
述
べ
て
い
る
だ
け
な
の
に
対
し
て
「
は
」
は
、

あ
と
に
続
く
文
を
特
定
さ
せ
な
い
。
「
・
・
・
は
ず
は
な
い
け
れ
ど
も
、
最
近
忙

し
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
・
・
・
」
な
ど
の
よ
う
に
、
後
ろ
に
付
加
情
報
が
述
べ

ら
れ
る
。 

 

と
か
く
「
は
」
と
「
が
」
の
使
い
分
け
は
難
し
い
。
さ
ほ
ど
違
い
は
な
い
よ
う

に
見
え
て
も
、
上
の
例
の
よ
う
に
、
主
体
の
変
わ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
母

語
話
者
が
日
頃
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
ほ
ど
、
説
明
が
／
は
難
し
く

な
る
。 

  

京
都
外
国
語
大
学 

日
本
語
学
科
教
授 

中
川
良
雄 

 

※敬称略 

絵理（中国） 

 

 

  

新
し
い
仲
間
が

た
く
さ
ん
！ 

 

セニア ジョビット 
ジュニア アニョラ 
（フィリピン） 

 

８７ 

 

松尾 エレン 
（フィリピン） 

 

グェン タイ 
ゾァイン 

（ベトナム） 

  

 

  ダルカ クレア  
ダン（フィリピン） 

 

松尾弦一郎 
（日本） 
 

ジ
ャ
ミ
ル
デ
ィ
ン 

 

ア
ル 

ア
ク
バ
ー
ル 

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
） 

 

ベ
ロ
ン
ガ
ン 

エ
メ
リ
オ 

ア
ノ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
） 

 レ 

ミ
ン 

カ
ー 

（
ベ
ト
ナ
ム
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ハー ミン 
（ベトナム） 

 

ファム ヴァン カン
（ベトナム） 

デ
ィ
デ
ィ
ッ
ク 

 

ヘ
ル
マ
ン
ト 

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
） 

 

 

ラ
バ
ゴ 

ジ
ョ
ラ
ン
ド 

 

カ
ニ
ョ
テ 

 

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
） 
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文化庁助成事業の講座 

 防災学習講座 「そのとき、どうしますか」 
 

 今年、ＢＮＮ（びわこ日本語ネットワーク）が作成した「防災学習テキスト」を使用して、オリー

ブでも防災学習を実施しました。なお、実施に当たっては、６月２３日に開催された「防災学習指導者

学習会」を参考にしました。 

 

第1回（９月２３日） 地震や台風にあったとき、どうする？ 

 日本で起きやすい災害としてまず地震をとりあげました。 

                          次に、台風・大雨の被害について説明し、「そのとき、どう 

しますか？」を、テキストに沿って説明しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第２回（９月３０日） 避難のしかた 

 「災害が起きて避難しなければならないとき、どうするか」について学習しました。まず、避難勧告・避難指示などのこ

とばを説明し、「災害の時によくきくことば」を標準語・関西弁で実演、生徒の理解度を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急の時、自分が発する言葉も大切。「たすけてー」「ここにいるー」など先生の後について大きな声で言っ

てみました。その後、「避難するとき、自分が持っていきたい物上位５つ」について各自考え、グループで話

し合いました。人気上位は「懐中電灯・ヘルメット」。でも自宅にヘルメットのない人が多いですね。「野球帽

にタオルをいれたら代わりになるよ」と講師からアドバイスも。  

急に災害にあったとき、今回学んだことを、どうか思い出してくれますように。  （レポート：福井 えり） 

クイズの中の「ちかづかな

い・はなれる」など、簡単な

言葉でも日常生活ではあまり

使わない言葉はわかりにくか

ったようですね。反省。 

「そのとき、あなたはどうしますか？」という○×クイズ

をグループに分かれて実施しました。迷いやすい問題は、

それぞれの先生がわかりやすく説明しました。 

 

「
は
よ
に
げ
ー
」「
だ
ん
な
い
」
な
ど
関
西
弁

は
わ
か
り
に
く
か
っ
た
か
も
？
わ
か
り
に
く

か
っ
た
言
葉
は
グ
ル
ー
プ
学
習
の
な
か
で
先

生
が
説
明
し
ま
し
た
。 
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文冲さん（中国） 
 この二年間、オリーブで楽しく
日本語を勉強し、今回Ｎ１の試験
に合格しました。ほんとうに感謝
いたします。まだ語彙と文法が弱
く、いろいろ勉強しないといけな
いことがあります。日本語がペラ
ペラになることを目指し、引き続
き皆さんと一緒に頑ばります。 

ＪＬＰＴ（日本語能力試験） 
合格おめでとうございます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

王俊娜さん莫黎明さん ご結婚おめでとうございます 

 

お二人からのメッセージ 

 私たちは、田中先生から紹介いただいて、２０１３年にオリーブに入会しまし

た。一人は外国人教師であり、母国語で来たばかりの中国人に日本語を教えまし

た。一人は田中先生の生徒として、日本語を勉強しました。日本語勉強の他に、

オリーブの遠足や２０周年パーティなど、いろいろな活動にも参加しました。オ

リーブの皆様のおかげさまで、二人の日本語能力試験Ｎ１に合格し、修士論文な

どにも順調に完成しました。そして、二人で知り合い、友達から恋人になって、

ついに結婚をしました。いつもお世話になったオリーブの皆様に心より感謝して

おります。 

 

 オリーブはいつも在日の外国人のサポートをしていることを取り組んでい 

ます。オリーブの皆様も家族みたいな存在と思います。どこへ行ってもオリ 

ーブにいる思い出が忘れられないです。 

   最後に、オリーブの皆様のご健康と 

ご多幸を心より祈っております。 

ジョフィ バルボン  
ベルメホさん 

N5ごうかくしました。ま
えだせんせいにありがとう
ございました。N4もがん

ばります 

王 成偉さん（中国） 
Ｎ３の試験に合格し、うれしかっ
た。でも、日本語はほんとうにむず
かしい。特に文法と聴解は最もむず
かしい。つぎのＮ２の試験は文法と
聴解をもっと勉強する。Ｎ２の試験
にも合格したい。 

呉 柏成さん（台湾） 
Ｎ２に合格してうれしいです。次の
試験は今年の１２月に行われます。
Ｎ１目指して重松先生と一緒に勉
強します。 

タン コン ナムさん 
（ベトナム） 

うれしことにＮ２に合格し
ました。自分が頑張ったかい
があったと感じました。今後
もオリーブセンターにちゃ
んと通います。先生たち よ
ろしくお願いします。 

ファム ゴック ティエンさん 

（ベトナム） 

うれしいことに、先生たちに教えて

もらったおかげでＮ２に合格しま

した。ほんとうにありがとうござい

ました。 

レー スァン ヒェップさん 
やっとＮ３に合格しました。ほんと
うに先生たちのおかげで、心から感
謝します。次回にＮ２合格するよう
にもっとがんばります。先生たちに
また宜しくお願い致します。 
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今月の活動予定(10月)  
     

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング  ●（  ）内は参加者、または 参加予定者。敬称略 
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会員の動き（９月） 

〈入会〉〈休会〉〈退会〉なし〈賛助会員〉 なし  

  

 9/2 9/9 9/23 9/30 

生徒 42人 29人 34人 28人 

先生 22人 21人 21人 19人 

 

日本語教室 10/14(M),21,28（3回） 

ＫＩＦＡ文化庁事業「やさしい日本語講座」 

10/１日 （日）８日（日） １５日（日） ２８日（土） 

まちセン全体会議 10/6(金)（前田） 

BNN運営委員会 10/7(日)（内田幸） 

ＫＩＦＡ文化庁事業ネットワーク会議１２日（木）（恩地） 

ＫＩＦＡ文化庁事業運営会議１３日（金）（恩地） 

オリーブ バス旅行 

１１月１２日（日） 

申し込みは１０月２８日（土）まで 

日時：１１月２３日（木・祝） 

   １３時から１５時 

会場：草津武道館 

興味をもつ生徒さんがいれば、紹介してあげてください。 

＜編集後記＞ 防災学習で「避難するとき持っていく物」の話がありました。ちなみに、私の家の避難
袋の中身は「折りたたみバケツ・折りたたみ水タンク・手回しラジオ・家族の１日分の非常食・登山用
ガスコンロセット・エマージェンシーシート・ウェットテッシュ・携帯用トイレ１０回分」。女性ゆえ
か、避難中のトイレのことがとても気になります。今回の防災学習で、タオルと野球帽を追加しました。
（カイツブリ） 
 

日本語教室 9/2(M),9,23,30（4回） 

防災学習 9/23(土)9/30(土)（内田幸・内田千・福井） 

BNN運営委員会 9/3(日)（内田幸） 

 

 

 

 

先月の活動（９月）  

草津で剣道

体験！ 


